
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回開通区間 

現況 

（八雲ＩＣまで高速利用） 

今回開通時 

（落部ＩＣまで高速利用） 

〔道央自動車道落部ＩＣ～八雲ＩＣ間〕の整備効果① 

◎道央圏と道南圏との旅行時間が短縮されます。 
 ・今回の開通により札幌市から函館市への旅行時間が約５分短縮されます。 
これにより札幌方面から函館をはじめとした道南圏のアクセスが向上し、観光行動圏の 
拡大など地域の活性化及び交流の促進が期待されます。 
・今後、七飯ＩＣまで延伸することにより、現在よりも約１５分短縮されます。 

※旅行時間は道路時刻表より算出 
七飯ＩＣ～八雲ＩＣ間は、開通している八雲ＩＣ～国縫ＩＣ間の平均速度より算出 
「一般道のみ利用」は国道２３０号（中山峠）、国道５号を利用 

約5時間42分

約4時間14分

約4時間18分

約4時間26分

約4時間30分

一般道のみ利用

全線開通時（七飯ＩＣまで開通）

大沼ＩＣ～落部ＩＣ（Ｈ２４年度予定）

今回開通時

現況（八雲ＩＣまで高速利用）

約５分短縮

約１０分短縮

約１５分短縮

約4時間26分

○札幌市から函館市までの旅行時間の短縮 

【参考資料】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八雲ＩＣ

落部ＩＣ

森ＩＣ（仮称）

大沼ＩＣ（仮称）

国縫ＩＣ

函館市

至　札幌

長万部町

七飯ＩＣ（仮称）

長万部ＩＣ

約1時間53分

約3時間57分

約1時間38分全線開通時（七飯ＩＣまで開通）

国道５号災害時迂回ルート

現況（国道５号利用） 約２時間５分増加

約２時間３０分短縮

○長万部町から函館市までの災害時の旅行時間の短縮 

Ｈ11.7～８集中豪雨
による通行止め箇所

○ 一般国道５号が災害による不通時の迂回ルート 

災害時迂回ルート 
（国道５号・国道 277 号

通行止めの場合） 

現況 

（国道５号利用） 

※旅行時間は道路時刻表より算出 
七飯ＩＣ～八雲ＩＣ間は、開通している八雲ＩＣ～国縫ＩＣ間の平均速度より算出 
「国道５号災害時迂回ルート」は国道５号、国道２７７号、国道２２９号、国道２２７号を利用 

災害時迂回ルート  

（国道５号通行止め） 

◎災害に強い道路ネットワークが構築されます。 
 ・道南圏の大動脈である一般国道５号や一般国道２７７号が集中豪雨によって通行止めと

なり、道央圏と道南圏を結ぶ交通が日本海側への迂回を余儀なくされ、旅行時間が大幅

に増加する事象がたびたび発生しております。 
 ・今回の開通区間を含む高速道路が整備されることにより、災害時のリダンダンシーが確保

され、通行規制時の迂回が大幅に軽減されるなど定時性・安全性が向上し、物流や緊急

輸送路として沿線地域における安心・安全の確保にも貢献します。 

〔道央自動車道落部ＩＣ～八雲ＩＣ間〕の整備効果② 


